








































Know ye that we considering and manifestly perceiving, that
several seditious and heretical books, both in verse and prose, are
daily published, stamped and printed by divers scandalous,
schismatical, and heretical persons, not only exciting our subjects
and liegemen to sedition and disobedience against us, our crown
and dignity, but also to the renewal and propagating very great
and detestable heresies against the faith and sound catholick






























XII. Moreover we will grant, ordain and constitute for ourselves,
and the successors of our foresaid queen, that no person within
this our kingdom of England or domains thereof, either by
himself, or by his journeymen, servants or by any other person,
shall practise or exercise the art or mystery of printing or
stamping any book, or anything to be sold, or to be bargained for
within this our kingdom of England, or the dominions thereof,
unless the same person is, or shall be, one of the society of
foresaid mystery or art of a stationer of the city aforesaid, at the
time of his foresaid printing or stamping, or has for that purpose







































































































































































































































































































































Master of the new Stationers' Company, was by profession, ａｎｏtａrｙ’）38）と記され
ている。その他，1530年代に英語聖書出版に関係したといわれているホ
イットチャーチ(Edward Whitchurch)は「小間物商組合」（‘Haberdashers'
Ｃｏｍｐａｎｙ）39）の一員でもあった。山田氏は「これは崩壊期のギルド社会に見
られるひとつの現象であった」4o）と述べておられる。
　いずれにせよ，勅許が下りた1557年頃，主要な組合員は印刷業者，製本
業者，書籍商，それに羊皮紙，文具類の調達を稼業とする業者さらには彩
色業者から構成されていた。組合結成の時点で，最も勢力があったのは印
刷業者であり，97名のうち33名，つまり組合員数の３分の１を占めていた。
後に書籍商にその地位を譲ることになることは既にふれた通りである。
　組合では，一種の序列が成立していた。まず先頭に組合長('Master')を
はじめ理事（‘Warden' ， 2名ずつ１年交代）かおり，次の順位は，新館建設か
ら勅許が下りるまでの30ヶ月の間に会員と認められた者がいた。彼らは勅
許状に「（正式）会員J ('Commonalty')と記されている組合員で，シティーで
は「自由民」（‘Freeman'あるいはYeomanry')として知られていた。その他
に（ブラザーズJ ('Brothers')として知られたグループがいた。彼らは，組
合内部ではある程度のステータスを認められていたが，シティーから正式
　　　　　　　　　　　　　－141（16）－
な市民権を認められていなかった。彼らはfreemen'が享受していた特権
を得ていなかったのである。理由は，彼らがよそ者（‘alien')ないし外国人
　（‘foreigner')だったからである。既にみたように，16世紀に入ると外国人
排斥が激しくなって行ったが，その中にあって有力な外国出身の印刷業
者，製本工，書籍商は帰化し，正式にイギリス人として迎えられた。しか
し，彼らが印刷業者の場合，イギリス人印刷業者と数少い印刷機と市場を
競い合うことになり，かならずしもスムーズではなかった。彼らが「ブラ
ザーズ」としてまがりなりにも組合の一角を占めたのは，彼らが持つ技
術，時にはその資本力が書籍業界では重要視されたからであろう。 1534年
以降イギリスに帰化を許され組合員となった外国人を中心に「ブラザー
ズ」として，組合内部で一つのグループをつくって団結を計ったのであ
る41）。
　次に組合入会の方法であるが，それには４種類あった。第一は，徒弟奉
公が満期となって親方の推薦によって組合員になる方法である。第二は世
襲でなる方法。第三は，一定の金額を支払って組合員権を購入する方法。
そして第四は他の組合から移籍ないし転入する方法である42）。
　第一の方法について言えば，徒弟奉公の期間は７年以上で，さらに1556
年の市議会令によって，24歳になって初めて奉公人は独立を許されること
になった。たとえ，徒弟期間が７年以上であっても24歳以下であれば独立
できなかった。
　第二の世襲によって組合員となる場合にも一定の規定があった。それ
は，息子が誕生の折にその父親が組合員でなければならないということで
ある。逆に言えば，父親が組合員でない時誕生した息子は認められないと
いうことである。ただし，一応の技術を身につけていると認められれば，
家督相続という形で息子が父親の跡を継ぐ場合，24歳以前でも許されてい
た。
　一定の金額で権利（株）を買い取るのは，特に外国人がこのギルドの組
　　　　　　　　　　　　　　－140（17）－
員になる時の一般的方法であった。第四の移籍による方法で問題となるの
は，二種類のギルドの許可が必要となることである。どちらかと言えば，
前のギルド｀から許可を得ることの方がむづかしかった。また，新たに入ろ
うとするギルドとの間には，入会料の額や序列に関する問題があった。
　　(6)組合登録と版権
　ロンドン書籍業組合が書籍出版の歴史だけでなく，文筆業一般に対して
及ぼした影響の中で今日でも関連のあるのは，組合登録に関する規約であ
る。
　イギリス近代文筆業が十八世紀後半に確立されることは既にふれたが，
その最大の要因は版権(‘copyright')問題と深くかかわっている。十八世紀
以前の作家は，文学愛好の貴族にパトロンとして経済的な後だてになって
もらい作品を出していた43)。その際，版権はすべて出版者(印刷業と書籍商
を兼ねる者が多かった)の手にあり，今日のように作家のものではなかった。
つまり，版権は買取り方式であった。それが最終的に作家のものとなるに
は十八世紀のサミュエル・ジョンソンらの尽力をまたねばならなかった。
それまでには，作家と出版者，あるいは出版者同士の激烈な争いが生じ
ている44)。十八世紀の文筆業の一端は版権争議に彩られているといっても
よい。
　ところで，16世紀の書籍業組合がこの版権問題とどのようにかかわって
いたのであろうか。さらに，それが組合登録とどのように結びつくのであ
ろうか。
　版権を所有することは，いねば，出版の独占権を得ることである。単純
明快な方法は，(女)王に請願し，勅許を得ることで特定の書物の印刷と販
売の独占を一定期間認可してもらうことである。これは，既にふれた王室
御用印刷者('King‘sor Queen'sPrinter')がまず該当する。彼らの場合，他か
らの推薦によっていねば抱えられるわけだが，印刷業者の側から積極的に
　　　　　　　　　　　　　－139(18)－
請願する者もいた。 Ｃ.ブラックデンによると，1518年にピンソンとラス
テル（ＪｏｈｎRastell)が自分たちの印刷物の保護に対する勅許を得だのが最
初の例であるという45）。　2，3年後には他の多くの印刷業者がその例にな
らった。
　しかし，読み物の要求がバラエティに富んできたこと，印刷業者の数が
増したことから，（女）王の保護を容易に受けられなくなった。わずかな独
占物に対する要求を相互に尊重し合うためには，書籍業組合こそ格好の組
織体であった。組合への印刷物登録はそのような要求を満たすのに実際の
効果を発揮した。
　組合の登録システム（‘Register')は，実は新館建設とともに行われてい
た。1554年12月から組合では，組合におけるさまざまな出来事一歳入，
支出，会費，新入組合員登録，組合規約等-を記録する慣行を始めてい
たのである。　したがって，1557年の勅許による布令では，組合員は組合の
理事に出版物の一部を提出することを義務付けられたが，彼らはそれに異
和感を抱かなかったであろう。この一見何でもない取り決めは，結果とし
て版権保護の一形式を生むことになった。むろん，それは著作者や翻訳者
ではなく，印刷者や書籍商たちにとって有利な版権保護であった。
　その登録の実態については，山田氏の『本とシェイクスピア時代』の第
三章「シェイクスピア時代の版権とロンドン書籍商組合登録簿」46）に詳し
いので参照していただくとして，ここでは，登録の機能と意味について言
及し，さしあたり本橋を結ぶことにする。印刷物の有資格者たることを登
録することは，書かれた記録文書という証拠となり，他に権利を主張する
者が現われても黒白をつける時の立派な証拠となりうるものであった。逆
に言えば，登録しなかったり，登録前に出版することは法令違反というこ
とである。
　この登録システムを出発点として書籍業の組織化は一段と進み，さらに
多くの事柄がここから生まれて行った。以後350年にわたってこの登録制
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はロンドン書籍業組合の(存在理由J Craisond'etre')となり続けたのである。
－137（20）－
－136（21）－
